






































































































































































































の異 なる床 をつな     ドー ム型天丼
ぐ。日本人は廊下を     「東京駅丸の内駅舎

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・ Augustin Berque(1982) Vibre l'espace au」apon

















・ T Masuda et al(2008)Culture and Aesthetic
Preferencei Compa五ng the Attentlon to Context of











・ErwinPanofsky 09641 Die Perspekive als`跡ibOliSChe
Form"Verlag Bruno Hessung,Berlin。(エルヴイ
ン・パノフスキー :本田元監訳 (1993/2009)
『く象徴形式〉としての遠近法1ちくま学芸文庫。
・諏訪春雄 (1998)『日本人と遠近法』ちくま新書。
・辻惟雄 (2∞5)『日本美術の歴史』東京大学出版会。
・和辻哲郎 (1935/1979)『風土]岩波書店。
・柳沢和彦ら (2∞1)「幼稚園児から大学生までの風景
構成法の発達的特徴」日本建築学会大会学術講演
梗概集。
・柳沢和彦・岡崎甚幸ほか (2CX11)「風景構成法の
「枠』
に対する『川]の類型化およびそれに基づく空間
構成に関する一考察」日本建築学会計画系論文集
546、297304.
・山口晃 (2012)『へんな日本美術史』祥伝社。
1注】
l JR東日本は「復元」ではなく「復原」と記している。
2これは、10年を経たことによる変化なのか、図学を
学んだ学生かどうか、あるいは知的学習による差な
のか、等の仮説が考えられるが、いずれにせよ、線
遠近法的描画が学習成果である可能性は否定されて
はいない。
3それゆえに 剛llが立つ」ことは注目されている。
4主体の自己定義がいつでもどこでも同じではなく、
例えば、感覚能力などの自然要因に左右されると述
べている。
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